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地区青少年奉仕委員会では、地区内での青少年奉仕活動を共有するとともに、各クラブの

青少年奉仕活動をさらに充実させるため、「青少年奉仕情報」を発行しております。各クラ

ブの青少年奉仕活動をご紹介するだけでなく、インターアクト、ローターアクト、青少年交

換、職場・就業体験、RYLA、学友の活動についてもご紹介してまいります。ご愛読、そして

クラブ内への情報共有をよろしくお願いします。 

 

第３１号の目次： 青少年奉仕からは「私立高校の就業体験受入れと注意点」、ほか 

P.3 インターアクト 第５５回インターアクト年次大会のご報告 

P.4 ローターアクト 「Love Act One ～深めよう！ 障がい者理解～」、ほか 

P.11 青少年交換 本年度 ROTEX 委員長のご挨拶、ほか 

P.13 RYLA ロータリークラブ例会での卓話を展開中 

P.13 学友 ご挨拶（本年度新設の学友委員会について） 

 

 

１．地区青少年奉仕委員会の活動（ご報告など） 

① 青少年奉仕座談会を開催しました 

  松岡浩地区青少年奉仕委員長を座長として、荒井

遥華北豊島学園インターアクトクラブ会長、三浦慎

太朗地区ローターアクト代表、並木景 ROTEX 委員

長が参加して行いました。座談会の趣旨は「クロス

プロモーション」（青少年奉仕各セクターの相互理解、

交流とともに、連携により奉仕を行うこと）のきっ

かけづくりです。三浦慎太朗地区ローターアクト代

表をファシリテーターとして、（１）自己紹介、（２） 

 各セクターの説明、（３）インターアクター、ローターアクター、ROTEX になって良か

ったこと、（４）インターアクター、ローターアクター、ROTEX が一緒にできることは？、

（５）今後の展開は？について語り合いました。青少年奉仕のセクターは接することが少

ないですが、この機会に相互理解（各セクターによるロータリーへの温度差があることも）

ができるとともに、ロータリアンが青少年、青少年奉仕にどのような思いを持っているか

を理解いただきました。各セクターの運営についての課題（ある役職に負担が偏ることな
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ど）と、リーダーがメンバーそれぞれに個性があることに気付き、適材適所を行うことの

重要性を共有しました。良かったこととしては、インターアクター、ローターアクター、

ROTEX になることによって、高校、大学、社会人では普段できないことを経験できてい

るとのことでした。今後の展開としては、この座談会の拡大版、各セクターからの参加人

数を増やして、年度内に複数回開催したいという提案がなされました。また、外国人との

交流など国際理解の機会の場をつくることの提案もなされました。 

 

② 私立高校の就業体験受入れと注意点（東京板橋セントラルロータリークラブより寄稿） 

  8 月 20 日、当クラブ会員の行政書士司法書士事務所にて、私立本郷高校の生徒 2名（1

年生）の就業体験を受け入れました。身近なところで、行政書士・司法書士の仕事を理解

してもらうため、区役所、税務署、都税事務所、郵便局、法務局を回りました。また、お

客様とのコミュニケーションの仕方の体験ということで、会員の税理士事務所にご協力を

いただきました。税理士のお仕事の説明や、なぜ税理士になったか、税理士になって感じ

る喜びなどを、高校生にわかりやすく説明をしていただきました。1年生であり、大学進

学希望なので、なかなかお仕事のことはイメージしづらかったようですが、将来の進学、

就職などキャリア形成について考えるきっかけになったようです。上記のほか、8 月 30

日、会員の寺院でも本郷高校の生徒 5名の就業体験を受け入れました。 

  この受入れは、当地区のサイト掲載からのお申込みによります。ただし、左記のサイト

は当地区と連携している東京都教育委員会（都立高校）や、各クラブのある地方自治体の

教育委員会（公立中学校）からのお申込みを想定しています。都立高校や公立中学校から

であれば、受入れに際してのリスクの想定と、緊急時の連絡先、損害保険の加入などの対

策が整備されています。しかしながら、私立高校の場合ですと、そのような整備がなされ

ていない、または不十分なところが多いようです。 

 実際、当クラブには、昨年から現在まで３つの私立高校からお申込みがありました。あ

る高校は生徒からの FAX でした。学校にお問合せしたところ、学校は把握していないとの

ことでお断りしました。本郷高校も生徒からの FAX でした。学校にお問合せしたところ、

「社会部」という部活の一環とのことでした。しかし、リスクの所在の明確化、リスク発

生の場合の連絡先・損害保険加入について不明確でしたので、顧問教師にお願いして、学

校名でこの点を明確にした文書の提出をしていただきました。もう一校は先生からの FAX

でした。学校にお問合せしたところ、本年度から学校として就業体験の派遣を行っていき

たいとのことでした。しかし、リスクの所在の明確化、リスク発生の場合の連絡先・損害

保険加入について不明確でした。現在、学校にてこの点を検討・調整されています。 

  当地区として想定していた公立中学校も都立高校以外からのお申込みが増えてきそう

な気配があります。キャリア教育が浸透してきているというのは素晴らしいことではあり

ますが、公立中学校も都立高校以外からのお申込みの場合は、学校が把握しているかどう

か、または把握していてもリスク体制の整備ができているかどうかの確認が必要となりま

す。この点、ご注意いただればと存じます。 
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２．インターアクトの活動（ご報告とご案内）（鈴木祥太地区インターアクト委員長より） 

① 第５５回インターアクト年次大会（大会テーマ「未来への道」）のご報告 

  年次大会は東京と沖縄でそれぞれ活動するインターアクターが年に一度、一堂に会して

各インターアクトクラブの活動を確認し交流を深める貴重な機会です。本年度は 2018 年

8 月 5 日(日)、沖縄県浦添市の昭和薬科大学附属高校にて、昭和薬科大学附属高校インタ

ーアクトクラブがホスト校、浦添ロータリークラブがスポンサークラブとして開催されま

した。午前中は開会式で松坂順一ガバナーより来賓ご挨拶をいただき、各インターアクト

クラブの活動報告が発表されました。午後からは記念講演として国際ロータリー第 3360

地区(タイ北部)、チェンライロータリークラブのパスト会長の原田義之様よりタイでの山

岳民族の現状や識字率向上、教育支援の重要性についてお話しいただきました。その後、

インターアクターは各グループに分かれてテーマ別の討論会が開催されました。沖縄基地 

 問題、サンゴの白化、地球温暖化等、高校生にとっ

ては難しいと思えるテーマについて活発に議論が

されました。閉会式にてグループ毎に討論会のまと

めが発表されました。閉会式後は校内のカフェテリ

アにて懇親会が企画され、沖縄・東京それぞれのイ

ンターアクターによって趣向を凝らした余興が披

露されました。 

 東京から参加のインターアクターは 29 名（このほか、顧問教師 5 名）。8 月 4 日～6 日

の 2泊 3日で沖縄を訪問しました。初日の 4日は首里にて琉染という沖縄伝統的な染物を

体験しオリジナルの Tシャツを作成しました。夕方からは北谷町サンセットビーチにて歓

迎バーベキューに参加しました。天候にも恵まれ南国の美しい夕焼けを見ながら沖縄と東

京のインターアクターの交流を深めることができました。本大会翌日の 6日には普段はな

かなか入ることができない在日米軍海兵隊基地のキャンプフォスター内部の見学ができ

ました。基地内の高校やショッピングスーパーなどを見学し日本国内でありながらアメリ

カの海外の文化に触れる貴重な経験ができました。 

 第 55 回インターアクト年次大会は昭和薬科大学附属高校インターアクトクラブの行動

力と浦添ロータリークラブのインターアクトクラブに対する情熱とホスピタリティーを

感じる素晴らしい 3日間でした。インターアクターにとっても今回の楽しい思い出と貴重

な経験は、人生の 1ページに刻まれる素晴らしい時間だったと感じ、今後の活動の糧にな

ると確信いたしました。最後に今大会をご手配、ご準備いただいた中家輝勝実行委員長を

はじめ伊良皆善子会長率いる浦添ロータリークラブの皆様に心より厚く御礼申し上げま

す。ありがとうございました。 

 

② 第５６回インターアクト年次大会のご案内（２０１９年７月２８、２９日） 

  ホスト校： 愛国学園インターアクトクラブ 

  スポンサークラブ： 東京東江戸川ロータリークラブ 
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３．ローターアクトの活動（ご報告とご案内）（地区ローターアクト広報委員会より） 

① 地区 Love 委員会からのご報告「Love Act One ～深めよう！ 障がい者理解～」 

  8 月 26 日(日)、台東区の小島社会教育館にて初の地区 Love 委員会行事「Love Act One 

～深めよう！ 障がい者理解～」を開催しました。当日は、日本盲導犬協会の職員様と PR

犬のエミリーが来場し、卓話に加えて目隠しの状態での盲導犬を連れた歩行や白杖の使い

方、点字の読み書きを体験させていただきました。体験者から「目が見えない状態での歩

行は恐怖を感じる」、「点字を指の感覚で読むことはとても難しい」という声が上がりまし

た。体験を通して、健常者である自分たちは普段意識もしないことが視覚障がい者にとっ

てはハードルに感じていることが分かりました。行事後半は、「今の社会に足りないこと」、

「私たちができることは何か」のテーマについて話し合いました。盲導犬の数が視覚障が

い者の数に全然足りていない、ローターアクトクラブ単位で卓話を聞く、自分たち 1人 1

人が広告塔となり盲導犬のことを伝えていく等の回答が寄せられました。当日集まった募

金額は 61,151 円で、地区 Love 委員会行事運営費の一部を足して総額 81,408 円を日本盲

導犬協会様へ寄付としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 東京東ローターアクトクラブ 

 ◆活動報告：7月 23 日(月)「好きなもの紹介例会」 

  7 月第 1例会ではローターアクター同士の相互理解を目的に「好きなもの紹介例会」を

開催しました。参加したローターアクターには自分の好きなものをパワーポイントのスラ

イドを用いてミニ卓話という形式で紹介してもらいました。当日は 4名のローターアクタ

ーによる「好きなもの紹介」が行われました。幹事の飯塚勇太が「旅行について」（栃木

旅行、北海道 9泊 10 日旅行など）に関して感想を交えながら紹介しました。地区副幹事/

東分区補佐の宮崎寿光が「修理について」（アルバイト経験もある、スマートフォンやパ
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ソコンなどの修理）に関してお話しました。直接、水に触れずとも、ズボンの湿気などで

スマートフォンの水没判定が出てしまうなどトリビアも交えながら紹介しました。地区ロ 

 ーターアクト代表の三浦慎太朗が「洋服について」（ユ

ニクロやアバクロなどの洋服メーカーの違いや自身が

持っている洋服へのこだわり）を分かりやすく紹介し

ました。そして、会長の河村一輝が「アニメーション

が出来るまでについて」（アニメーション制作に興味が

ある河村はアニメーションが作られる工程）、非常に分

かりやすく解説をしました。映像や実際の絵コンテを

用いて紹介しました。5 分程度でみなさまに自分の好

きなものを目一杯紹介していただくことでローターア

クターの知られざる一面を知る例会となりました。 

 

③ 東京荒川ローターアクトクラブ 

 ◆活動報告：8月 24 日(金)「絵本を届ける運動例会」 

  8 月 24 日、国際理容美容専門学校の会議室で「絵本を

届ける運動例会」を行いました。当日の出席者は当クラブ

のメンバー6人とビジター1人(鈴木宏美地区広報委員長)

とゲスト 1人、合計 8人でした。「絵本を届ける運動例会」

を行った背景としては、本年度の我々のクラブターゲット

が「ダイバーシティ」であり、メンバーに視野を広げて、

多様性を持って物事を考えられるようになってもらいた

いという意図があります。今回の活動内容はラオスの言葉に翻訳したシールを、日本の絵

本に貼り、その絵本をラオスの子どもたちに届けるというものです。それと同時に、ラオ

スの子どもたちの成長及び教育に関する環境や背景をメンバーで学習しました。このよう

なアジア地域の子どもたちの支援を通して、参加者の経験を深めることができたため、本

当に有意義な活動でした。しかも嬉しいことに、ゲストの吉田さんは当日活動が終わった

後、即入会いただきました。 

 

 ◆おすすめ例会情報：9月第 2例会「チャリティーBBQ 例会」 

  開催日：9月 29 日(土)、受付開始 11:00、開会点鐘 11:15 

  場所：お台場 

  登録先：東京荒川ローターアクトクラブ幹事 後藤周(amane.goto@gmail.com) 

 

④ 東京池袋ローターアクトクラブ 

 ◆活動報告：8月 18 日(土)「映画から学ぶ英会話例会」 

 8 月 4 日(土)、10:30 から、上池袋コミュニティセンター会議室にて、国際奉仕委員長

である細野薫櫻さんを講師とした「映画から学ぶ英会話例会」を開催しました。学校教育
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の英語は「読む」、「書く」からスタートしますが、本来ネイティブは「聞く」、「話す」か

ら言語を習得するため、「聞く」、「話す」ことから学ぶことも重要であるという細野さん

の提起により、本例会を企画しました。「英語を話したいが中々上達しない」といった悩

みにフォーカスして、映画「タイタニック」の名シーンから会話内容を聞き取り、実際に

自ら発音するという内容でした。参加者 4名のコンパクトな例会で、「英会話カフェ」の

ようなアットホームな雰囲気で会が進行しました。発音の練習では、「ネイティブの発音

は、単語を繋げて話すことがあるため難しい」という声が上がりましたが、数回の練習で

ネイティブの発音に近づいていきました。講評では、留学経験もある齊藤四方司地区ロー

ターアクト委員長から「実際の口の使い方まで教えてもらえる貴重な例会。また参加した

い」とのお声をいただきました。参加者各自が英会話に興味を持つ契機となる、非常に面

白い例会となりました。 

 

 ◆おすすめ例会情報：9月第 2例会「東京板橋セントラルローターアクトクラブ・東京池

袋ローターアクトクラブ合同タイ料理例会(仮)」 

  開催日：9月 29 日(土)、受付開始 17:45、開会点鐘 18:00 

  場所：駒込地域文化創造館 

  登録先：東京池袋ローターアクトクラブ幹事 山田遊(y.steady.y@gmail.com) 

 

⑤ 東京江戸川ローターアクトクラブ 

 ◆活動報告： 

 7 月 27 日(金)「ボッチャ大会」 

  ボッチャ大会では優勝チームには「豪華食事会」が用意

されていたため、みなふざけつつも、時折真剣な眼差しで

取り組んでおりました。また試合後のビールは格別でした。 

 8 月 10 日(金)「人狼ゲーム」 

  本例会はメンバーからの強い要望のもと開催しました。

部屋を暗くし、よりリアリティを追求した中での心理戦は手に汗を握るほど緊張感があり

ました。 

 

⑥ 東京ローターアクトクラブ 

 ◆活動報告：7月 14 日(土)「Suntory ～挑戦の歴史～」 

  本年度ローターアクト委員長の鳥井信宏様より、

「Suntory ～挑戦の歴史～」というテーマでご卓話いただ

きました。サントリーホールディングス株式会社では「利

益三分主義」という考え方のもと、社会貢献事業もされて

おり、会社経営と奉仕活動が密接に関係していることを学

ばせていただきました。また、2013 年、グループ会社の上

場が行われ、なかなか経験できない貴重なお話しもいただきました。「陰徳積めば、陽報
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あり」。多くのローターアクターの胸に響いた言葉です。このような素敵な考え方、お言

葉をたくさんいただきました。ひたむきに努力を積み、私たちの世代がこれからの社会を

作っていかなくてはいけないそんな気持ちになる卓話でした。 

 

⑦ 東京東江戸川ローターアクトクラブ 

 ◆活動報告： 8 月 18 日(土)「鶴岡ローターアクトクラブとの交流会」 

  10 月 27 日(土)、提唱ロータリークラブの創立 50 周

年式典にて、東京東江戸川ローターアクトクラブは鶴

岡ローターアクトクラブと友好クラブを締結します。

これに際し、8月 18、19 日で山形県鶴岡市に行き、鶴

岡ローターアクトクラブのみなさまと交流を深めまし

た。鶴岡市では、昼は羽黒山、山居倉庫など庄内地方

の観光名所をご案内していただき、夜は日本有数の花火大会である赤川花火大会を楽しみ

ました。初めての鶴岡市でしたが、鶴岡市の歴史や文化、そして、鶴岡ローターアクトク

ラブのみなさまのことを知ることができたとても充実した 2日間でした。入念な計画から、

当日の観光案内まで至れり尽くせりのおもてなしをしていただき、本当にありがとうござ

いました。 

  10 月 7、8 日には、鶴岡ローターアクトクラブのみなさまが江戸川にいらっしゃいます。 

この機会に、鶴岡ローターアクトクラブのみなさまに江戸川区について知っていただけれ

ばと思います。そして、さらなる親睦を深めることで、友好クラブ締結後も、永続した友

好関係を築いていきたいと考えています。 

 

⑧ 嘉悦大学ローターアクトクラブ 

 ◆活動報告： 

 8 月 4 日(土)「灯りまつり」  

  8 月 4 日(土)、小平商工会議所が開催している「灯りまつり」に、

模擬店をグリーンロード沿いの「たけのこ公園」にて出店しました。

毎年、タブレットのアプリを使った「当たりくじ」を行っています。

今年はスーパーボールすくいにも挑戦しました。 

 

 8 月 9 日(日)「早くも本年度を振り返ろう例会」 

  毎月 1回、嘉悦ローターアクトクラブの中だけで開催する例会の 1つです。その月の誕

生日の会員のお祝いと、プレ例会として色々試すことを目的として行っています。今回は

新入会員が多かったので、本年度はまだ 3 回ほどの活動なのですが、「早くも本年度を振

り返ろう」というコンセプトで本年度の活動を途中クイズをはさみながら振り返りました。 

 

⑨ 東京ワセダローターアクトクラブ 

 ◆活動報告：7月 21 日(土)、22 日(日)「弁天町ファミリーフェスタ」 
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 7 月 21 日(土)、22 日(日)の 2 日間、恒例行事の弁天町ファミ

リーフェスタに参加させていただきました。参加させていただ

く毎に出店内容がパワーアップしていますが、今年はなんと、

クレープに挑戦しました。クレープは以前、他の方が出店して

いた人気のお店だったため、「復活させよう」と出店のお手伝

いをしました。過去に出店されていたベテランの方に作り方を

教わりながら、一緒にお店を回しました。両日共に大盛況で、1

日目には準備していた分を完売してしまい、急遽 2日目の材料

を少し繰り上げて作りました。それでも 1日目終了前に完売してしまう、人気ぶりでした。

2日目も材料を買い足して挑みましたが、完売する賑わいでした。クレープは工程も多く、

今までのものに比べて難しいものでしたが、器用な会員が沢山いたので、無事に終えるこ

とが出来ました。 

  年々地域の方々との交流が増えていると感じます。また、今年は例年に比べて来場者が

多かったと感じました。各店舗完売が相次いだのも、来場者が多い点もあるのかなと感じ

ました。このような地域の活動の仲間に入れていただいて活動ができ、参加者みなとても

楽しかったです。弁天町では、御神輿も一緒に担がせていただいています。 

 

 ◆おすすめ例会情報:9 月第 2例会「World Trivia Game 例会」 

  開催日：9月 29 日(土)、受付開始 9:30、開会点鐘 10:00 

  場所：大久保地域センター 会議室 A  

  登録先：東京ワセダローターアクトクラブ幹事 中村瑛美(eimimongolia@gmail.com) 

 

⑩ 東京板橋セントラルローターアクトクラブ 

 ◆活動報告： 8 月 23 日(木)「落語鑑賞例会」 

  八谷会長の「本年度はいろいろチャレンジしましょう！」という発案にて、「新宿末廣 

 亭」にて「落語鑑賞例会」となりました。初め

て寄席に来た会員、10 年ぶりの会員などおりま

した。落語だけでなく、「新宿末廣亭」の古い造

作も楽しみました。当日のトリは、林家正雀さ

んの怪談「真景累ヶ淵」の「豊志賀」のくだり

でした。オチの演出にみな驚いていました。 

 

⑪ 東京浅草中央ローターアクトクラブ 

  ◆活動報告： 8 月 4 日(土)「地域診断例会〜カミナリオコシ〜」 

  こちらは、本年度からの新しい試みとして行なっていく、地域にベクトルを向けた活動

になります。具体的には、ローターアクトの月 2回の例会の中で、第 1例会では浅草の魅

力を発見し、考える例会とし、第 2例会では、実際にそれらを実地調査という形で体験し

ていきます。その活動成果として、プレスリリースまたは広報紙を作成し、地元メディア
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を通して最大限の情報拡散を狙っていくという活動になります。まずは地域の活動を知り、

それらを体験して発信していく活動をしていきます。当クラブの Facebook でも、活動の

様子を随時発信していきますので、是非ご覧ください。 

  

 ◆おすすめ例会情報：10 月第 2例会「浅草フラダンスフェス in 浅草神社」 

   福島県いわき市の高校生たちを招待して、浅草神社の境内でフラダンスを披露します。

被災地から、日本全国へフラダンスを通じて「元気」を届けようと、日本各地で活動を

展開する福島県いわき市の高校生フラガールたちが踊ります。 

  開催日：10 月 20 日(土)、10 月 21 日(日) 

  公演：各日 3回の計 6回（各回 30 分） 

     20 日 ①14:30 ②15:30 ③17:00 

     21 日 ④10:30 ⑤11:30 ⑥13:00 

  場所：浅草神社 

  登録先：東京浅草中央ローターアクトクラブ幹事 北部梨奈(chichomara.09gmail.com) 

 

⑫ 東京池袋西ローターアクトクラブ 

 ◆活動報告： 8月20日(月)「東京池袋西RC合同例会」 

  年に 2回ある東京池袋西ロータリークラブとの合同例会 1回目が、池袋東武百貨店のバ

ンケットホールにて行われました。夜間例会なので、食事をしながら卓話を聴くという和

やかな雰囲気で会が進行していきました。今回の卓話では本クラブ地区担当の本田理乃会

員が、インターンシップで行ったカナダでの教育実習の現場について、現地の文化や生活

を交えながらお話してくれました。教育を受けるのが当たり前となっているここ日本では

考えられないような教育の格差が存在し、教育環境について驚くことが多く、ロータリー

クラブの大きな目標である世界平和には、まだまだ努力が必要であると感じました。また、

本田会員のように慣れた環境と違う場所に身を置くということで、自分では気付かなかっ

た考えや知識の偏りについて身をもって体験するということが大切であると思いました。 

 

⑬ 東京上野ローターアクトクラブ 

 ◆活動報告： 

 7 月 18 日(水)、東宏樹様卓話「私のこれまでの人生・仕事の失敗談＆もろもろのこと」 

  「模範となる先輩を紹介してほしい」というメンバーの声に応え、国際ロータリー第

2780 地区パストローターアクト代表及び国立研究開発法人防災科学技術研究所研究員の

東宏樹様をお迎えして、我が国の防災の現状、研究によって生まれたアプリなどのお話し

をお伺いしました。また、どのようにしたらローターアクトクラブとしてメンバーの結束

が強くなるかを教えていただきました。 

 8 月 6 日(土)、松下純子様卓話「文京区について」 

 東京上野ローターアクトクラブの活動テリトリーは上野だけではなく、文京区も含まれ

ています。本例会では文京区にも裾野を広げるべく、メンバーが日頃から親交のある文京
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区議会議員の松下純子様をお迎えし、文京区の福祉やまちづくりについてお伺いするとと

もに、視覚障がい者体験を行いました。今後、「文（ふみ）の（みやこ）文京区」におい

ても活動の可能性を模索して参ります。 

 8 月 22 日（水）、小田部巧様卓話「SDGs について」 

  今後、2020 年、2030 年と国際的な枠組みを通して物

事を考える際に避けては通れない SDGs(Sustainable 

Development Goals)について考える例会を開催しまし

た。博報堂ディレクターの小田部巧様を講師に迎え、

食の分野での認証を通した達成目標と、その事例につ

いてお話していただきました。昨今、私たち消費者を

取巻くバリューチェーンについて考えるきっかけと

なりました。 

 9 月 1 日(土)、阿部明徳様卓話「下谷神社について」 

  東京上野ローターアクトクラブは下谷神社境内を例会場とすることがあります。例会場

のルーツや歴史について少しでも知識を深めるべく、東京上野ロータリークラブ会員並び

に下谷神社宮司、阿部明徳様に東京最古の御稲荷様である下谷神社の歴史と、それを取巻

く地域の歴史についてお伺いしました。加えて、本殿に描かれた貴重な横山大観の天井画

を見せていただきました。例会場がパワースポットである唯一無二のローターアクトクラ

ブとして、メンバーのモチベーションアップにも寄与できた例会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローターアクトクラブ例会へのお誘い 

各ローターアクトクラブから「おすすめ例会」として、ローターアクトクラブ例会などのご

案内がございます。この例会については、未提唱クラブのロータリアンのご出席を歓迎してい

るものです。ぜひ、ご興味ございましたら、ローターアクト活動に直に触れていただければと

存じます。青少年奉仕はまず青少年に会うことからです。お問合せやお申込みは「登録先」の

メールアドレスになります。 

ローターアクトクラブ例会への出席は、ロータリアンにとってもメーキャップになります。

気仙沼と東京のローターアクト有志による「気仙沼仕事創出プロジェクト」のレポート 

 7 月 21 日、気仙沼市東新城にあります「やまち

ょう小野寺商店」さんの店舗内スペースにて「小

学校高学年を対象にした夏休み自由研究教室」を

開催しました。この教室は、夏休みの自由研究の

テーマとして「水産加工品」のアイデアを提供す

るものです。「水産加工品」、「水産加工会社」を通

して、「食育」や「お仕事」について考えるきっか

けも提供しました。小学生の親子が地元のことを

一緒に考える機会とすることができました。 
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４．青少年交換の活動（ご報告） 

① 本年度ＲＯＴＥＸ委員長（第５１期）からのご挨拶 

  本年度 ROTEX 委員長を務めさせていただく、第 51 期の並木景（立教大学現代心理学部

心理学科 2年）と申します。未熟者ですが、何卒よろしくお願いします。さて、青少年交 

換活動における ROTEX の立ち位置はサポート

役です。来日学生と、本年度の選考会を通り、

来年、海外へ飛び立つ派遣予定学生のサポー

トのほか、また青少年交換事業の公式行事に

も携わっております。先日、行われたサマー

キャンプ（日本語学習のキャンプ）の様子か

ら、本年度の来日学生の特徴として、日本語

を学ぶ姿勢が常に見えたことが挙げられます。

また、派遣予定学生は、自らの意思を言葉に

して伝えようという努力を怠らない姿勢を感 

じました。これからこのような来日学生、派遣予定学生と接していくことが、とても楽し

みです。本年度 ROTEX 活動をする仲間の抱負をまとめたところ、ほとんどが共通して、来

日学生、派遣予定学生に、限られた時間の中で目一杯にさまざまなものを経験して、楽し

んでほしいと考えていることが明らかとなりました。本年度の ROTEX 委員長として、私も

来日学生、派遣予定学生にそのような経験をしてもらい、共に成長できるよう、精一杯勤

めて参りたいです。 

 

 プロフィール： 

 派遣年度：2015-2016 年度 

 派遣先：アメリカ合衆国ウィスコンシン州／第 6220 地区 

 ホストクラブ：ワウパカ・ブレックファースト・ロータリークラブ 

 スポンサークラブ：東京小石川ロータリークラブ 

 

② 第５３期派遣学生帰国 

 6 月 21 日より 7 月 23 日にかけて第 53 期派遣学生が交換留学を終え帰国しました。出

迎えには家族、スポンサークラブ会員、地区青少年交換委員が行き、無事の帰国の喜びを

分かち合いました。 

 

③ ２０１７－２０１８年度来日学生帰国 

  7 月 2 日より 8月 1日にかけて 2017-2018 年度来日学生が交換留学を終え母国に旅立っ

ていきました。見送りにはホストファミリー、スポンサークラブ会員、地区青少年交換委

員、ROTEX が行き、別れを惜しみ再会を誓いました。 
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④ ２０１８－２０１９年度来日学生来日 

   8 月 4 日から 8月 20 日にかけて 2018-2019 年度来日学生が来日し、ホストファミリー、

スポンサークラブ会員、地区青少年交換委員、ROTEX が空港まで出迎えに行きました。本

年度は、ベルギー、アメリカ＆カナダ ESSEX、メキシコ、カナダ CS、フランス、 

ブラジル、ドイツ、スロバキア、フィンランド、タイから 10 名を受け入れます。 

 

⑤ 第５４期派遣学生出発 

7 月 25 日から 8月 28 にかけて第 54 期派遣学生がそれぞれの派遣国に向けて期待を胸

に秘め出発しました。見送りには家族、スポンサークラブ会員、地区青少年奉仕委員が

行きました。 

 

⑥ サマーキャンプ開催 

  8 月 11 日より 8月 19 日まで埼玉県所沢市

にありますコロンビア・インターナショナル

スクールにおいて 2018-2019 年度来日学生

と第 55 期派遣予定学生を対象にサマーキャ

ンプが開催されました。サマーキャンプの目

的は来日学生の日本語研修と派遣予定学生

の派遣に向けてのアプリケーションフォー 

 ムの作成です。本年度はフィンランドから派遣される学生の来日がキャンプに間に合わず

来日学生 9 名、派遣予定学生 10 名の参加となりました。期間中は、ROTEX が勉強のみな

らず、いろいろと企画を考えて、ドッジボール大会、狭山湖遠足などのイベントを通じ来

日派遣学生間の交流も深められました。最終日の前夜は恒例のバーベキュー大会で天気に

も恵まれ大いに盛り上がりました。最終日には来日学生にコロンビア・インターナショナ

ルスクール理事長より来日学生に修了証が手渡され、来日学生による日本語スピーチ、そ

して派遣予定学生による英語スピーチを行い、サマーキャンプを締めくくりました。来日

学生は第一ホストファミリー、派遣予定学生は自宅へと帰路につきました。 

 

⑦ 今後の予定 

  9 月 23 日（日）14 時から 20 時 学士会館 

   第 53 期派遣学生帰国報告会 

   帰国学生、来日学生、派遣予定学生合同歓送会開催、学士会館 

  9 月 29 日（土）裏千家「今日庵」 

   茶道稽古（来日学生、派遣予定学生） 
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４．ＲＹＬＡの活動（ご報告とお願い）（嶋村文男地区ＲＹＬＡ委員長より） 

① ロータリークラブ例会での卓話を展開中 

  本年度初めて実施される RYLA（Rotary Youth Leadership Awards、ロータリー青少年 

指導者養成プログラム）に参加する受講者を各クラブに見つけ出していただくため、そし

て、当地区のすべてのロータリアンに RYLA という青少年指導者養成プログラムを理解し

てもらえる様に 10 名の地区委員が各クラブに卓話で回っています。6月 20 日の東京小平

ロータリークラブを皮切りに全70クラブのうち既に実施済みを含めて43のクラブに卓話

を展開しています。クラブ卓話では RYLA の歴史からその目的、そして、当地区として初

めて開催する沖縄での RYLA の概要、各クラブから推薦いただく RYLA 受講生の見い出し方

などを中心に行っています。また、卓話では地区 RYLA 委員会で作成したパワーポイント

を使用させていただいていますが、その中には私たちがモデルとしている第 2670 地区、

第 2680 地区が共催されている小豆島余島での RYLA セミナーの様子を収録した動画（約

10 分程度）を入れ込み、RYLA という新しいプログラムの全体像がわかるように工夫させ

ていただいています。クラブ卓話後の委員の感想としては、クラブ内での RYLA 自体への

関心は高いが、具体的に RYLA 受講生を見つけ出す段になると困惑されているクラブが多

くあるように感じています。RYLA 受講生の見つけ出しについてはロータリアン自身の身

の回り、お子さんやお孫さん、そして会社の従業員さん、今までクラブの奉仕活動等で協

力いただいた団体などへのお声がけをお願いしたいと思っています。あるクラブからは、

RYLA 受講生の募集を地域社会への声がけ、ロータリークラブの公共イメージの向上に利

用したいとの嬉しいメッセージや、一つのクラブで複数名の受講生の申し込みをされたク

ラブもあります。 

 RYLA・青少年奉仕は「与える奉仕」ではなく「育てる奉仕」であります。クラブ内で

話し合い、「青少年奉仕の第一歩」として一人でも多くの RYLA 受講生の推薦をよろしくお

願いします。 

 

                                            

４．学友委員会のご挨拶（平井憲太郎学友委員長より） 

① ご挨拶 

  学友委員会（本年度新設）とは、ロータリーの青少年奉仕プログラムで育成してきた青

少年の OB/OG を組織化し、ロータリーとの繋がりを維持し、ひいてはロータリークラブへ

の入会を期待できる学友会を援助するための委員会です。これまで「学友会」というと、

ロータリー財団親善奨学生などの財団資金によるプログラム参加者による財団学友会、米

山奨学生の OB/OG 組織の米山学友会については、長い歴史を誇り、見事な活動を続けてい

ます。しかし、青少年交換、インターアクト、ローターアクトについては、各ロータリー

クラブで個別に OB/OG 会が存在することはあっても、地区として支援する全体の組織はあ

りませんでした。当委員会が目指すのは、これらを一括した学友会として、学友自らが自

発的に運営できる、強力な組織となるようにサポートしていくことです。現在、青少年奉
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仕、インターアクト、ローターアクト、青少年交換、ロータリー財団、米山奨学、そして

本年度新設された RYLA の各委員会から 1 名ずつ推薦されたメンバーで委員会を構成して

います。今後、上記の学友からも委員を募って活動を進め、本年度内に学友が一堂に会す

るイベントを実施したいと考えています。 

 

                                           

「青少年奉仕情報」第３１号発行にあたって 

記録的猛暑の夏が記憶へと変わりつつある今日この頃、2018-2019 年度は 7月 1日を起点

と考えますと、早くも 2ヵ月が経過しました。各クラブにおかれましてもクラブ運営が軌道

に乗ってきた時期でございましょうか。さて、各クラブのみなさまのご理解とご協力のおか

げをもちまして、地区青少年奉仕の各奉仕活動も順調なスタートを切ることができましたこ

とをご報告申し上げます。心より御礼申し上げる次第でございます。今号では、インターア

クト年次大会、ローターアクトの各種活動報告、青少年交換では来日・帰国・出国、サマー

キャンプをはじめ、新設の RYLA 委員会が精力的にクラブの例会に出向き RYLA を説明に回ら

せていただいている姿、同じく新設の学友委員会から活動の方向性についての解説等々盛り

沢山の内容を掲載させていただいておりますのでぜひ隅から隅までお目通しいただき、青少

年奉仕活動の「今」をお知りいただければ幸いに存じます。「青少年奉仕活動の主役は青少

年たちである」ということを実感していただけると確信しております。また、各クラブにお

かれましては、ローターアクター、ROTEX を卓話に呼んでいただき、ローターアクトの活動

実態や青少年交換プログラムの交換留学生の動向に対するご理解を一層深めていただきま

すとともに、大勢のロータリアンの前でお話しをするという成長の機会を若者たちに与えて

くださいますようお願いします。こうした一つひとつの小さな取り組みこそがクラブの活成

化、地区青少年奉仕の活性化を具現していくものであるとの思いを持ち、今後とも青少年た

ちの活動と成長を力強くサポートするロータリーの青少年奉仕たるべくみなさまとともに

前を向いて進んで参りたいと念願しております。 

地区青少年奉仕委員長 松岡浩（東京本郷ロータリークラブ） 

 

                                           

今号も最後までお読みいただき、誠にありがとうございました。 

クラブから、青少年奉仕活動の開催情報・ご報告（写真のデータとキャプションだけでもか

まいません。随時募集中です）、また、本誌へのご意見・ご質問などをお待ちしております。 

お問い合わせ／掲載希望などの連絡先 

地区青少年奉仕委員会（担当；茂木）まで mitsuーmotegi@msc.biglobe.ne.jp 


